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化学療法に伴う癌関連タンパク質の細胞内局在の解析

共焦点顕微鏡　SP5

共焦点顕微鏡を用いることによって、癌細胞における標的タンパク質の細胞内局在を詳細に観察することが可能となった。分子標的薬

治療前後の癌関連タンパク質の局在の変化を追跡することによって、増殖関連シグナル伝達経路の異常をとらえることが可能となっ

た。
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